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地域 原子力災害対策を
重点的に実施すべき地域

マキノ 全域

今　津 全域

朽　木 小川・平良・栃生・村井を除く全域

安曇川 下古賀・上古賀・長尾・中野・田中（泰山寺）

新　旭 太田・新庄・安井川（川原市）を除く全域

原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
の
概
要

主
な
追
加
・
修
正
項
目

４
つ
の
原
子
力
災
害
を
想
定

30km圏内（大飯原発）

30km圏内（美浜原発）           

朽　木

高　島

安曇川

新　旭

今　津

マキノ

○
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地

域
の
範
囲
を
、
滋
賀
県
版
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
も
と
に
設

定
（
左
上
の
図
）

○
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
被
ば
く
を
避
け

る
た
め
の
地
域
を
、「
高
島
市
全
域
」
と
想
定

○
過
酷
事
故
や
複
合
災
害
を
想
定
し
た
職
員
の
動

員
体
制
を
整
備

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化

○
原
子
力
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

○
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
の
強
化

○
飲
食
物
の
摂
取
制
限

高島市地域防災計画を
全面的に改正！
　４月 26日（金）、安曇川公民館で、高島市防災会議（委員 38人）が行われ、全面
的に改正した「高島市地域防災計画（原子力災害対策編）」が協議され、出席者全員一
致で承認されました。
　改正された地域防災計画では、福井県での原発事故を第一に、自然災害との複合災害
も想定し、滋賀県版ＵＰＺ（緊急時防護措置準備区域）に沿って原子力災害対策を重点
的に実施する地域を定めるとともに、防災計画の事故想定をもとに、防護対策、避難先、
輸送手段等を記載した「高島市住民避難計画」を、別冊として新たに作成しました。

（注）この地域は、滋賀県の放射性物質の拡散予測に基づき
定めたもので、事故が発生した場合は、緊急時モニタリング

（放射線の測定）を行い避難地域を決定します。あくまでも、
事前に避難の準備をしておく地域であって、地域内の「全住
民が同時一斉に避難」するわけではありません。市の指示に
したがって避難行動をお願いします。

　
高
島
市
地
域
防
災
計
画
は
、
高
島
市
の
地
域
に
関
す
る
原

子
力
災
害
対
策
の
基
本
と
な
る
計
画
で
、
国
の
防
災
基
本
計

画
原
子
力
災
害
対
策
編
お
よ
び
滋
賀
県
地
域
防
災
計
画
、
防

災
関
連
法
令
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
次
の
項
目
を
追
加
・
修
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
主
に
災
害
発
生
後
の
短
期
的
な
原
子
力
災

害
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
、
中
長
期
的
な

視
野
で
の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
原
子
力
災
害

対
策
指
針
（
新
指
針
）
の
見
直
し
内
容
を
踏
ま
え
て
今
後
検

討
し
ま
す
。

★
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
島
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

▼原子力災害対策を重点的に実施すべき地域
　（大飯・美浜原発同時事故の場合）

　
高
島
市
を
含
む
滋
賀
県
北
部
と
隣
接
す
る
福
井
県
に
は
、
６
つ
の
原

子
力
発
電
所
が
所
在
し
、
計
15
基
の
原
子
炉
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
高

島
市
は
、
原
子
力
災
害
の
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
万
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
被
ば
く
を
で
き
る

限
り
回
避
す
る
た
め
、
屋
内
退
避
、
避
難
お
よ
び
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服

用
等
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
時
に
市
お
よ
び
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
取

る
べ
き
行
動
を
ま
と
め
た
『
高
島
市
住
民
避
難
計
画
』
を
新
た
に
策
定

し
ま
し
た
。

　
①
大
飯
原
発
で
の
単
独
事
故

　
②
美
浜
原
発
で
の
単
独
事
故

　
③
大
飯
と
美
浜
の
２
地
点
同
時
事
故

　
④
敦
賀
原
発
で
の
単
独
事
故

高
浜
原
発
事
故
の
影
響
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
飯
原
発
の
事
故
と
同

様
の
対
応
を
と
り
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
で
は
、
事
故
を
起
こ
し

た
発
電
所
か
ら
放
射
性
物
質
が
飛
来
し

て
く
る
の
で
、
そ
の
影
響
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
、建
物
内
に
入
る
こ
と（
退

避
）
を
い
い
ま
す
。

　

自
宅
な
ど
に
屋
内
退
避
し
て
い
て

も
、
高
い
放
射
線
量
を
浴
び
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
身
体
へ
悪
い
影
響
が
出
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
場
か
ら
遠

く
離
れ
た
場
所
へ
集
団
移
動
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
広
域
避
難
所
で
、
避
難

用
バ
ス
の
乗
車
場
所
に
な
り
ま
す
。

避
難
集
合
場
所

　
防
護
対
策
地
域
（
県
版
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）

よ
り
外
側
の
安
全
な
場
所
で
、
市
が

指
定
す
る
広
域
避
難
所
で
す
。

原
子
力
災
害
広
域
避
難
所 

市
外
避
難

　
市
内
の
原
子
力
災
害
広
域
避
難
所

で
収
容
困
難
に
な
っ
た
場
合
や
、
市

内
全
域
で
高
い
放
射
線
量
が
観
測
さ

れ
、
市
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
危
険

と
な
っ
た
場
合
に
、
市
外
（
県
内
ま

た
は
県
外
）
の
安
全
な
場
所
へ
移
動

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
２
つ
の
防
護
対
策

屋
内
退
避

２
避　
難

　災害対策基本法（第 42 条）に基
づき、市町村の長が、それぞれの防
災会議に諮り、防災のために処理す
べき業務などを具体的に定めた計画
です。災害の種類ごとに、地震対策
編や風水害対策編、原子力災害対策
編などで構成されています。

屋内に入ったら

　滋賀県が独自の放射性物質の拡散予測に基
づき示した緊急時防護措置準備区域（UPZ）
です。福井県内の原子力発電所から最大
43Km が対象となります。
　国の定めた範囲は原子力発電所から半径
30km ですが、より安全側に立って範囲を
広げています。 

地域防災計画って？ 滋賀県版ＵＰＺって？

外にいる場合は、原
則徒歩で、自宅や近
くの建物に退避

ドアや窓を
閉め、換気扇や

エアコンを止める
など、外気の侵入
を防ぎましょう

顔や手を
洗いうがいを
しましょう

防災行政無線
・テレビ・ラジオ
などから正しい情
報を聞きましょう
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